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企画主旨
　B ．F．ス キナ

ーが 1979年に来 日し、慶應義塾大学に

て 『罰なき社会』につ い て 講演して か ら34年が経過し

た 。 この 間、我が国におい て も、行動分析学は順調な

発展 を遂げ、特 に発達臨床や特別支援教育とい っ た応

用領域におい て は、 「正 の 強化」 を使 っ て子 どもの 支

援や指導を進める考え方や方法論が、学校や家庭に広

まりつ っ ある。そ の
一
方で、個人や社会の幸福に とっ

て必要条件とス キナーが考えて い た罰による コ ン ト
ロ
ー

ル の 放棄は 、 未だ進 んでい るとは言えな い
。 昨年 、

子 どもの 自殺によっ て発覚 したように、体罰が公然と

行われ て い る学校も残存する。体罰を容認する家庭も
あれ ば、虐待に 至 る事例も後を絶たない。
　ス キ ナーは罰 を

“

人類の 苦しみ の 最後の 源
”

と位置
づ け、行動分析学は 「正 の強化」 の 手法の 開発 と普及

によっ て 罰な き社会 の 実現 に 貢献 で き る と信 じ て い

た。果た して 、こ の 信念は 間違っ て い た の だ ろ うか。
あるい は、罰なき社会の 実現の た め に は、他に どの よ

うな条件 を整える必要があるの だろうか。
　本 シ ン ポ ジ ウム で は、学校や家庭 に おける 「罰 」 に

つ い て 、 罰的な手段を用 い る教師や親や飼い 主 の 行動

を維持 して い る変数につ い て検討 し、罰 なき社会を実

現するための 方法に つ い て議論した い。
　奥田健次先生に は学校や家庭に お ける 子 どもに対
す る教育や子育て につ い て、山本央子先生には家庭や
訓練所における飼い 犬の しつ けや訓練につ い て、それ

ぞれ 「罰 」や 「正 の 強化 」 の 使われ方 の 現状 とそ の 原

因につ い て話題提供 して い ただく。 杉 山尚子先生には、
ス キナ ーの 『罰なき社会』の 解説をお願 い し

、 さらに、
奥田先生、山本先生 の お話か ら、罰的な手段 を用 い る

行動の 制御変数に つ い て 理論的分析を して い ただく。

そ の後、登壇者全員で、罰なき社会を実現するための

方略 に っ い て 話 し合い た い。

話題提供1：教育や子育て における 「罰」 （奥田健次）

　教育の 文脈おける 「罰 」 として は、昨今の体罰 （と
い う名 の 暴力を含む）の 問題 を連想する人が、世間

一

般で は多い だろ う。 行動分析学で は、た とえば幼児が

偶然に 自動車 の 運転席に来て クラク シ ョ ン を鳴ら し

て驚い た経験を した後、運転席に乗 っ て ハ ン ドル を触

るようなこ とをしなくな っ た場合、これを 「罰」 と呼

ぶ （教科書によ り同義と して 「弱化 」 と呼ぶ）。 教育
や子育て の 文脈で は大人が与え るもの と して の 「罰」

で あるの に対 し、行動分析学で は行動が減る と い う現

象を指 して の 「罰 」 である。話題提供で は、教育や子

育て の 文脈における 「罰 」 に つ い て 、何 が 問題 で何が

行われ るべ きなの か整理 して提案する。

話題提供2： 家庭犬の育成に おける 「罰亅 （山本央子）
　犬に新しい 行動を教える、人 の 社会にお い て不適切

とされ る行動の 弱化や修正 、様々 な犬との 作業にお い

て、残念なが ら嫌悪刺激の 「意図的な使用 」 の 選択は

未だ健在である。そ して、嫌悪刺激 の 選択 へ の 批判で

は こ の 問題解決にっ なが らない
。

　 「正 の 強化」 「学習理論」　 「科学に基づ く ・…　 」

などの言葉の使用、セ ミナーなどの頻度は増加 して い

るにも関わらず、嫌悪刺激の使用が減少 して い ない現

状が 示 して い る事実は、嫌悪刺激 を使用する人 に とっ

て、様 々 な理 由か らより好ま しい 結果 を示す経験 （学

習）が多い とい うこ とで あ ろ う。 そ の 原因は、嫌悪刺
激を用 いずに好ま しい結果を提供する 実践家の育成
不 足 に あ る の で は ない だ ろ うか ？

　 「褒め て育て る」 と呼ばれ る育成方法で提供され て

い る結果 と、実際 の 社会が 必 要 と して い る結果 が伴わ

ない とい うこ とだ。こ れ は、問題解決 に お け る課題設

定の 欠落、また は介入文脈の
一

貫陸が保たれ て い ない

とい う現状を指す。家庭犬の育成指導の行程で、問題
の 改善か ら、 「楽しい 技術の 伝授」 へ と文脈の すり替
えが無意識に行われてい る。こ の 脱線状態を改善する

には、行動 を観察 した際 に行動理論 を機能で理解 し、
適切に応用で きる能力を養 う実践家教育カ リキ ュ ラ

ム の 普及が必 要とされ る。

話題提供3： 『罰なき社会』を読み 解く（杉山尚子）

　
“
Non −punitive　society

”
は ス キ ナ ーが 生前に は論

文 に しなか っ た1979年の 講演原稿で ある。そ こ で は、
「正 の 強化を使 っ た 技法 こ そ が厳密な意味で の 行動修

正 」 と述べ られ、当時の ス キ ナ ーが、正 の 強化 に よ る

幸福 の 探求と社会あ薊迢を信じて い た よ うにみえる。
今 日でもこ れまでも、

“
罰
”

に関する議論では、両極
の 主張が科学的 エ ビデン ス な しに 「是非論」 として 闘
わされ る こ とが多い

。 正 の 強化に関 して は、行動分析

家は実験行動分析な らびに応用行動分析 の成果をもと

に多くを語 っ てきたが、
“
罰
”

に関して はどうだろ う
か。もち ろん 、

”
罰
”

の危険性は指摘して はい るもの

の 、
‘c
罰
”

の 意味するもの が、罰 （puriishment／弱化）
で あるの カ＼ 罰刺激 （punisher／嫌子）さえも必ず し

も明 らか に は して い ない。こ の 話題提哄で は、人間行
動 の 科学として、行動分析学が

“

罰
”

を再考するにあ
た っ て 必要なこ とは何 か を、　 「罰なき社会 」 を読み解

くこ とで考えてい きた い。
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